
現在水泳は、気管支ぜん息の治療に適した運動療法として広く普及し、自治

体における機能訓練事業として定着してきました。水泳を中心とした運動療法

は、体力・運動能力の向上による身体機能回復の面ばかりでなく、自信や積極

性を育み、人とのコミュニケーションにも役立つなど、心理面においてもその

効果が大いに認められているところです。

身体面、精神面の両面の問題から、運動をすることに消極的なぜん息児が多

く見受けられます。その子どもたちの心と体を解放し、積極的に運動や生活活

動に参加して周りの人と上手にコミュニケーションがとれるようにするには、

上手に水泳教室を実施し、参加してもらうことが大切です。

そこで、これまでの調査研究による最新の知見をもとにし、水泳教室を実施

する指導者の方々のために、水泳教室における安全で効果的なトレーニング法

とその効果、運動を継続していくための動機づけなど、より効果的に水泳教室

を運営するための方法についてまとめました。

このマニュアルを参考に、ぜん息児がより健康に、そして積極的に日常生活

を送ることができるよう水泳教室の運営にご活用いただければ幸いです。

せきねこどもクリニック院長
（前国立療養所下志津病院小児科医長）

関根　邦夫
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本書は、第5期（2000～2002年度）調査研究における 

「自己管理による継続的な水泳訓練の実施方法等に関する研究」に基づき、 

各方面のご協力を得て編著にあたっています。 

「自己管理による継続的な水泳訓練の実施方法等に関する研究」概要 

◆おもな研究目的 

●ぜん息患者の機能回復事業として定着している水泳訓練が、どのように健康回復に影響を及ぼして

いるかを調査。 

●自己管理による水泳訓練の継続法および幼児期における水泳訓練マニュアルの策定。 

地方公共団体で実施されている水泳訓練の実績と実態調査 

水泳訓練参加者の事後アンケート調査 

水泳訓練の客観的評価と地域で可能な評価法の工夫 

地方公共団体で実施されている水泳訓練の実績と実態調査 

水泳訓練参加者の実態調査 

幼児における陸上トレーニングと水泳訓練との運動誘発ぜん息の比較 

水泳訓練参加者の実態調査および水泳訓練評価の客観的評価 

幼児期における水泳訓練マニュアル 

ぜん息児水泳訓練における自律神経系の評価 

本書各章で紹介しているデータのうち、本研究によるデータについては、どの年度による

ものかを掲載順に番号を振って記述しています。（2000-①：2000年度調査研究データ、

掲載順番1番） 




